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	No.7　　2011．3．23
銀山中学校

神　　貴　夫


　

もしチェルノブイリ原発事故と同じ、炉心爆発が起こった場合どうなるのか？
　連日、原発事故の放射能漏れを防ぐために決死の作業が続いています。外部電源ケーブルが接続され、電源供給が可能になったものの、内部の損傷がひどく冷却ポンプを作動させる見通しはまだたっていません。なぜ冷却が必要なのか。それは核燃料棒が溶け出して炉心そのものが爆発し、大量の放射性物質が撒き散らされた場合、取り返しのつかない大惨事になるからです。

　人類が経験した歴史的大惨事であるチェルノブイリ原発事故では、300km圏内が放射能汚染で居住不能になりました。下の図は実際に放射能汚染した旧ソビエトの様子を示しています。この範囲を福島第1原子力発電所に当てはめると、300km圏内には岩手・秋田・山形・福島・宮城・長野・新潟・茨城・千葉・埼玉・栃木・群馬・静岡・神奈川・・・・そして首都、東京が含まれます。マグニチュード9.0、20m以上の巨大津波・・・・誰も想像していないことが現実に起こったことを考えれば、炉心爆発はより可能性が高いといえます。

今は原発の冷却作業が成功することを祈るのみです。
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放射能拡散予想・・・今後、重要な情報になります！





放射能は風にのって運ばれます。～km圏内という目安はあくまで機械的なものに過ぎません。放射能から身を守るには、天候や風向きを知ることが重要です。


　下の図はスウェーデンの気象研究所が福島第一原子力発電所からの放射能拡散をシュミレーションしています。放射線を出すⅠ131(ヨウソ131)と呼ばれる放射性物質が今後どのように広がるかを、風の流れをもとに予想しています。原発から自分の住む地域に風が吹いている時は要注意です。　本来であれば日本政府や気象台、TVなどで広く国民に知らされるべきですが、こうした情報は不十分な状態です。


東京都の水道水から基準値をこえるⅠ131(ヨウソ131)が検出され、乳児への摂取制限が出されました。





3月24日　15：00　→　放射能は主に太平洋側に流れていくが、原発周辺地域は濃度が高くなる。


3月25日　 9：00　→　福島市や仙台市方面に濃度の高い放射能が向かう可能性が大きい。


　　　　　　　～12：00　　　屋内退避をしていることが必要と思われる。


3月26日　　9：00　→　北西の風が強く、ほとんどが太平洋側に流れる。


　


残念ではありますが、放射能漏れはしばらくの間続くことになると思います。自分で身を守ることも重要になってきます。下記のアドレスで放射能拡散予想を見ることができます。パソコンで見れる人はチェックすることをすすめます。　＊ノルウェー気象研究所で検索を！


http://transport.nilu.no/products/browser/fpv_fuku?fpp=conccol_I-131_;region=Japan








カラー印刷でないので、分かりにくくなっていますが、中心部の白っぽい部分が放射能の濃度が高い場所です。
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